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ドップラーライダーにより乱気流を事前に検知し、機体の揺れを自動的に低減制御することで乗客・乗員の安全性を向上する

ための、世界初のシステム実現に向け研究開発を行っています。 

ライダー        ： （LIDAR : Light Detection and Ranging）光を使って遠方の風を観測する装置。 

エアロゾル     ：   大気中に浮遊する微細な水滴や塵など。 

ドップラーライダーの原理 

受信した散乱光の周波数変化から風速を計算し、受信時間から距離を計算

します．風速の変化から乱気流を検知します。 
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風速 V (エアロゾルの移動速度）

周波数 : fr = f0 + fd
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機体動揺低減制御 

機体の前方にある風の乱れの状況を検知し、計算機に伝えます。その乱れ

の中に進入しても機体が揺れないような制御入力を計算します。その結果

をアクチュエータに伝え、風の乱れに備えて制御舵面を動かすことで機体の

揺れを小さくします。 
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乱気流事故防止機体技術の研究開発 
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